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概要
大学進学を検討する高校生にとって，同じ出身高校の先輩がどのような入試区分で入学し，どの学部・学科・コー

スに進学したのかといった進路選択の情報は，自身の進路選択において参考となる重要な判断材料である．しかし，
現状では高校生が先輩による進路選択の情報を体系的に把握する手段が乏しく，受験計画の検討に十分活用できて
いないという課題があった．本論文では，この課題解決を目的として内製開発された，大学生の出身高校情報を可
視化・分析するシステムについて報告する．

1 はじめに
エンロールメント・マネジメント（Enrollment Man-

agement）とは，大学の組織目標や教育理念を達成す
るためにマーケティング手法を取り入れながら学内
資源を統合的かつ効率的に運用し，戦略に基づき大学
業務を体系的に運営する経営手法 [1] とされ，多くの
大学で同様の取り組みがおこなわれている．山田ほか
[2]は，エンロールメント・マネジメントに向けた業務
システム内製開発および業務システム連携を推進すべ
く，学び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学
院進学希望者などを加えた多様な人物像を対象とし，
かつ一度学部から企業へ就職し，実務経験から新たな
学びを得るために博士前期課程や博士後期課程での学
び直しも考慮した循環型のライフサイクルを定めた．
本論文で述べる在校生出身高校可視化・分析システム
は，エンロールメント・マネジメントにおけるライフ
サイクルの入学・進学志向形成段階に該当する．
近年，大学の入試方式が多様化しており，推薦入試
や総合型選抜，一般入試など複数の入試区分で受験す

る学生が増えている．このような状況の中，高校生に
とって，自分の高校の先輩がどの入試区分を利用し，
どの学部・学科・コースに進学したのかを把握するこ
とは重要である．こうした進路選択の情報は，高校生
が進路選択を検討する際に，具体的な判断材料として
活用できる有効な手段となっている．
大学の在校生の出身高校情報は，公開資料やパンフ
レットなどに掲載されている．しかし，これらに記載
されているのは大学全体の傾向にとどまり，個別の高
校に関する詳細な情報は得られにくい．そのため，高
校生が自分の高校の先輩による進路選択の状況を把握
することは困難である．
この問題に対して本研究は，「在校生出身高校可視
化・分析システム」を内製開発した．本システムは，在
校生の出身高校別の進学状況を可視化することで，高
校生の受験計画や進学意欲向上に役立てることを目的
としている．また，入試区分別に入学者数を検索でき
る機能も有しており，自身の進学可能性や挑戦できる
入試方式のイメージを具体化する効果が期待できる．
在校生の出身高校を検索・可視化する機能をパッ



図 1: 在校生出身高校可視化・分析システムのデータ更新処
理（定期実行）のシーケンス図

ケージシステムのカスタマイズで実装させる方法も考
えられる．本研究では，Microsoft Power Platform[3]

を活用して本機能を実現すべく，Campus-Xs[4] が有
するデータを取得・更新する API（データ取得 API，
データ更新 API）を開発し，これを用いて教務システ
ムとは別のシステムとして在校生出身高校可視化・分
析システムを開発するアプローチを採用した．本論文
では，在校生出身高校可視化・分析システムについて
述べる．

2 在校生出身高校可視化・分析システム
在校生出身高校可視化・分析システムは，Microsoft

Power Platform を用いて開発した．本システムは，
PowerAutomate，SharePoint，PowerBI を組み合わ
せて構築されており，教務システムとして導入されて
いる Campus-Xsと連携して動作する．
図 1に，在校生出身高校可視化・分析システムのデー
タ更新処理（定期実行）のシーケンス図を示す．毎月 1

日 00 時 00 分になったら PowerAutomate が起動し，
教務システムに在校生情報の取得依頼をする．教務シ
ステムは在校生情報の取得結果を PowerAutomateに
送り，PowerAutomate は送られてきた情報をデータ
として SharePoint に保存する．データが保存される
と PowerBIのデータ更新が行われる．
図 2に，在校生出身高校可視化・分析システムのユー
ザ操作（検索・閲覧）のシーケンス図を示す．高校生
が PowerBIで在校生出身高校を検索すると，PowerBI
は在校生出身高校を可視化する．
図 3に，在校生出身高校可視化・分析システムの画
面を示す．高等学校等コードを検索ボックスに入力
し，検索することができる．また，何人がどのような
入試区分で入学したかということも，抽出して可視化
できるようになっている．

図 2: 在校生出身高校可視化・分析システムのユーザ操作
（検索・閲覧）のシーケンス図

図 3: 在校生出身校検索機能の UI

3 おわりに
本論文では，Campus-Xs のデータ取得・更新 API

を用いて，香川大学で内製開発された在校生出身高校
可視化・分析システムについて報告した．本システム
は，在校生の出身高校別の進学状況を可視化・分析す
ることで，高校生が自分の高校の進学状況を把握しや
すくすることを目的としている．本システムは，入試
区分別に入学者数を検索・抽出できる機能も有してお
り，高校生が自分の高校の入試区分別の入学実績を把
握することで，挑戦できる入試方式のイメージを具体
化し，受験計画を立てやすくなるなど，受験の動機付
けを強化する効果が期待できる．また，大学側におい
ても，入学者数の高校別・入試区分別の傾向を把握す
ることで，説明会などの広報強化や原因調査に活用で
き，入試戦略を柔軟に調整できる効果も期待できる．
本研究は，在校生出身高校可視化・分析システムの
内製開発を通じて，大学自身で教務システムが有する
データを有効活用すべく，必要なシステムを内製開発
した．本研究は，ユーザ企業である大学自身が教務シ
ステムなど基幹システムが有するデータの利活用に向
けて必要な方策を明らかとしている．
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